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この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を使用しています。

国有林モニター会議を開催

間伐を体験後、切り株に興味深く見入る参加者

　3 月 7 日、大阪府箕面市の箕面国有林において、

管内の国有林モニター（71 名）の代表 13 名が出

席し、「国有林モニター会議」を開催しました。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　【関連記事は、２頁】
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今
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
は
昨

年
、
箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
発
し
た
「
森
林
環

境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
部
と
し
て

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
と
丸
太
切
り
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
里
山
整
備
モ
デ
ル

林
で
の
現
地
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
現

地
見
学
後
、
箕
面
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
 

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
の
意
見
要
望

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
森
林
・
林
業
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
】

★
緑
の
募
金
に
つ
い
て
は
町
内
会
が
徴

収
し
て
い
る
が
Ｐ
Ｒ
不
足
で
あ
り
、
ま

た
整
備
し
た
結
果
に
つ
い
て
も
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。

★
県
や
市
は
ふ
れ
あ
い
関
係
や
森
林
整

備
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、

県
民
や
市
民
に
う
ま
く
伝
え
て
い
る

が
、
国
の
方
か
ら
そ
の
よ
う
な
情
報
の

提
供
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。
森
林
管

理
署
と
自
治
体
が
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
も
、
案
内
が
い
つ
も
県

や
市
か
ら
来
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

★
地
球
環
境
保
全
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
重

要
性
を
広
く
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
な
ど
を
準
備
し
、

事
業
所
に
配
布
す
る
等
、
参
加
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
に
も
自
分
達
の
取
り

組
み
の
意
義
と
成
果
が
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

【
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
】

★
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
「
子
供

じ
み
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
意
見
続
々
と

～
平
成
19
年
度　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
～

い
た
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
環
境
教
育
を

行
う
こ
と
が
成
長
過
程
で
重
要
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。

★
各
機
関
が
連
携
し
て
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
継
続
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ

の
際
に
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

も
っ
と
活
用
す
べ
き
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
お
も
ち
ゃ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と

木
製
の
も
の
が
あ
る
が
、
子
ど
も
に
人

気
が
高
い
の
は
木
製
で
い
つ
も
取
り
合

い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設

と
連
携
し
て
、
木
製
品
を
供
給
で
き
な

い
か
。

【
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
】

★
県
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
技
術
向
上
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
ほ
ど
環

境
に
関
心

の
高
い
現

在
、
国
が

行
う
べ
き

施
策
は
沢

山
あ
る
と

考
え
る
の

で
、
今
後

は
、
国
も

同
じ
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
は
各
自
予
定

が
あ
っ
た
り
、
継
続
性
と
い
う
意
味
で

難
し
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
企
業
の
力
を
使
う
こ
と
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

【
そ
の
他
】

★
緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
先

の
見
通
し
が
出
来
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
外
材
輸
入
に
よ
り
状
況
が
変
わ
っ
た

と
い
う
面
も
あ
る
が
、
今
回
の
こ
と
を

反
省
し
、
対
策
を
施
し
、
今
後
の
事
業

運
営
を
行
っ
て
欲
し
い
。

★
大
規
模
林
道
に
つ
い
て
は
非
常
に
悪

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
現
地
を
何
度
も

通
っ
た
が
、
舗
装
し
た
大
規
模
な
林
道

が
本
当
に
必
要
な
の
か
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
・
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
双
方

向
の
意
見
交
換
が
で
き
る
工
夫
な
ど
、

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
拡
充
に
も
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

箕面ビジターセンターでの会議の様子

企

画

調

整

室
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百
年
先
を
見
通
し
た
森
林
づ
く
り
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
国
産
材
の
復
活
を
目
指
し
て

地域管理経営計画等

有識者懇談会を開催

懇談会の様子

計　画　課

　

３
月
10
日
、
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
「
平

成
19
年
度
地
域
管
理
経
営
計
画
等(

注)

有

識
者
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
計
画
区
は
、
若
狭(

福
井

県)

、
尾
鷲
熊
野(

三
重
県)

、
湖
南(

滋
賀

県)

、
淀
川
上
流(

京
都
府)

、
大
和
・
木
津

川(

奈
良
県)

、
斐
伊
川(

島
根
県)

、
吉
井

川(
岡
山
県)

、
萩(

山
口
県)

の
８
森
林
計

画
区
と
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
森

林
整
備
の
た
め
に
間
伐
等
を
追
加
し
た
９
森

林
計
画
区
の
変
更
に
つ
い
て
、
13
名
の
委
員

の
方
か
ら
意
見
等
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
策
定
の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て

○
木
の
文
化
を
支
え
歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　

森
林
づ
く
り(

京
都
市
内
の
世
界
文
化
遺

　

産
貢
献
の
森
林
の
設
定
方
針
等
の
見
直
し
）

○
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
づ
く
り(

島
根

　

県
内
に
お
け
る
民
有
林
な
ど
と
連
携
し
た

　

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定)

○
間
伐
に
よ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り(

地
球

　

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
間
伐
の
推
進
な
ど)

○
公
益
的
機
能
を
重
視
し
た
森
林
づ
く
り　

　

(

伐
採
時
期
の
長
期
化)

○
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り(

ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
団
体
等
に
よ
る
森
林
整
備
の
た
め
の　

　

フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の

　

森
」
の
設
定)

○
森
林
環
境
教
育
の
た
め
の
森
林
づ
く
り

　

(

学
校
教
育
の
中
で
自
然
と
親
し
む
「
遊
々

　

の
森
」
の
設
定
）

○
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
づ
く
り

　

(

森
林
生
態
系
や
遺
伝
資
源
を
保
存
す
る

　

た
め
の
保
護
林
の
設
定
・
保
全)

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
幅
広
い
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

会
議
に
お
い
て
は
、
各
委
員
か
ら
の
活
発

な
意
見
を
頂
き
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

本
年
４
月
か
ら
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
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地
域
管
理
経
営
計
画
等
と
は

○
地
域
管
理
経
営
計
画

　

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な

こ
と
に
つ
い
て
森
林
計
画
区(

近
畿
中
国
森
林

管
理
局
管
内
で
は
38
計
画
区
）
ご
と
に
策
定
す

る
５
年
間
の
計
画
で
す
。

 
 

具
体
的
に
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
策
定
し

ま
す
。

 

・
国
有
林
野
の
取
扱
の
基
本
的
な
考
え
方

 

・
国
有
林
野
の
維
持
保
存
に
関
す
る
こ
と

 

・
木
材
等
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

 

・
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
、
国
民
の
福
祉

　

の
向
上
等
へ
の
国
有
林
野
の
活
用

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
国
民
の
参
加
に
よ
る

　

森
林
整
備
に
関
す
る
こ
と

 

・
林
業
技
術
の
開
発
、
指
導
及
び
普
及
に
関
す

　

る
こ
と

○
国
有
林
野
施
業
実
施
計
画

　

箇
所
別
に
、
今
後
５
年
間
の
伐
採
、
更　

新

等
の
保
育
及
び
林
道
、
治
山
の
事
業
量
を
定
め

る
計
画
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
30
日
間
の
公

告
縦
覧
を
行
い
、
関
係
府
県
知
事
、
関
係
市
町

村
長
、
学
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
き
、
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

世界文化遺産貢献の森林に設定している
京都 嵐山国有林
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地
域
に
役
立
つ
情
報
発
信
の
新
た
な
拠
点
と
し
て

県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

「
岡
山
森
林
管
理
署
」
新
庁
舎

　

２
月
29
日
（
金
）
岡
山
森
林
管
理
署

の
新
庁
舎
が
落
成
し
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
、
昭
和
32
年
の
新
築
以
来
、

50
年
に
わ
た
り
森
林
管
理
署
庁
舎
と
し

て
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
に
加
え
、
国
有
財
産
の
有

効
利
用
の
観
点
か
ら
も
、
現
行
組
織
に

即
応
し
た
適
正
規
模
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
度
新
築
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

新
庁
舎
は
、
木
造
軸
組
の
２
階
建
で
、

国
産
材
の
需
要
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た

め
、
岡
山
県
産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
主

体
に
木
材
は
、
す
べ
て
乾
燥
材
で
、
合

法
性
・
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
木

材
（
フ
ェ
ア
ー
ウ
ッ
ド
）
を
使
用
し
『
人

と
環
境
に
優
し
い
「
木
材
」
の
特
性
を

活
か
し
た
建
物
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

外
観
は
、
「
城
下
町
津
山
」
の
町
並
み

と
の
調
和
に
配
慮
し
、
黒
い
切
妻
屋

根
、
外
壁
は
白
く
、
適
所
に
ア
ク
セ
ン

ト
と
な
る
庇
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
雰

囲
気
を
保
つ
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
的
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
に
お
い
て

は
、
ホ
ー
ル
に
ス
ギ
の
丸
柱
を
使
用
し
、

廊
下
、
会
議
室
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
は

岡
山
県
産
の
台
形
集
成
材
を
用
い
る
な

ど
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
暖
房
に
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
導
入
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
も
配
慮
し
た
ほ

か
、
事
務
室
の
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ー
の
採
用
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
徹
底
な
ど
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
産
材
の
木
の
香
漂
う
新
庁
舎

に
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

◆
建
築
の
あ
ら
ま
し

　

構
造
：
木
造
一
部
２
階
建
て

　
　
　
　

建
築
面
積　

３
３
４
．
５
４
４
㎡

         (
延
べ
床
面
積　

４
７
３
．
２
１
８
㎡)

　

木
材
使
用
量

         

構
造
材   
７
１
．
３
㎥

       　

造
作
材  
１
３
．
９
㎥

         

合　

   

計  

８
５
．
２
㎥

   

CO2
の
吸
収
固
定
量　

３
４
．
０
ton-

CO2

53号線

53号線
吉井川

アルネ津山

JR津山駅

津山城跡
岡山森林管理署

税務署

岡山県津山市小田中 228-1
　　　TEL　050-3160-6135

２階会議室には、岡山県産材の台

形集成材の腰板とフローリング

を使用しています。

ホールに配置されたスギ丸太

が、木の温もりを感じさせる

空間を演出してます。

玄関先のピロティ
の丸柱は岡山署の
遠藤国有林から産
出されたスギを使
用しています。

晴れの国

おかやまの

岡山森林管理署へのアクセス
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http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/yamaguchi

〒
七
五
三ｰ

〇
〇
九
四

山
口
市
野
田
三
五-

一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
五
五

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
三ｰ

九
二
三ｰ

四
六
三
一

　

中
国
山
地
最
西
端
の
盟
主

　
　
　
　
　
　

寂じ
ゃ
く
ち
さ
ん

地
山
を
頂
く
「
寂
地
国
有
林
」

山
口
森
林
管
理
事
務
所
㉖

　

山
口
県
岩
国
市
（
旧
錦
町
）
に
所
在

す
る
寂
地
国
有
林
は
、
主
峰
寂
地
山
（
標

高
１
３
３
７
ｍ
）
を
頂
点
と
し
、
山

口
・
広
島
・
島
根
の
３
県
に
跨
る
山
岳

地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
山
岳
景

観
と
渓
谷
は
絶
景
で
あ
り
西
中
国
山
地

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
面

積
は
、
約
２
５
９
㏊
で
、
山
頂
付
近
に

自
生
す
る
ブ
ナ
群
落
（
77
㏊
）
は
「
寂

地
山
ブ
ナ
植
物
群
落
保
護
林
」
に
指
定

し
、
そ
の
周
囲
の
天
然
ス
ギ
と
落
葉
広

葉
樹
を
主
体
と
す
る
混
交
林
（
45
㏊
）

は
「
寂
地
風
景
林
」
と
し
て
保
護
・
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
下
随
一
の
高
峰
寂
地
山
に
源

を
発
す
る
錦
川
の
最
上
流
「
寂
地
川
」

に
あ
る
犬

い
ぬ
も
ど
り
き
ょ
う

戻
峡
・
龍

り
ゅ
う
が
だ
け
き
ょ
う

ケ
岳
峡
を
総
称
し

寂
地
峡
と
呼
び
ま
す
。
日
本
の
滝
百
選

に
指
定
さ
れ
た
五ご

り
ゅ
う龍

の
滝
（
龍
ケ
岳

峡
）
や
犬
戻
の
滝
（
犬
戻
峡
）
な
ど
の

大
小
様
々
な
滝
が
あ
り
、
奇
岩
・
怪
岩

の
変
化
に
富
ん
だ
景
観
と
、
名
水
百
選

に
指
定
さ
れ
た
清
流
は
あ
く
ま
で
澄
ん

で
お
り
国
定
公
園
内
屈
指
の
景
勝
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
生
す
る
カ
タ
ク
リ

が
開
花
す
る
４
月
の
下
旬
頃
か
ら
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
県
内
外
か
ら
多
く

の
登
山
者
・
観
光
客
等
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

こ

こ

で
、

寂

地

の

由

来

と

し

て
、

『
寺て

ら
と
こ床

の
原
』
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
伝

わ
る
史
話
民
話
を
紹
介
し
ま
す
。
「
大

昔
、
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
里
人
を
苦
し

め
る
大
蛇
が
い
た
。
七
尾
七
谷
に
体
を

横
た
え
、
一
度
動
け
ば
峰
の
草
木
は
倒

れ
、
そ
の
息
吹
に
花
や
木
は
枯
れ
果
て

里
人
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
あ
る
日
、「
寂

仙
坊
」
と
名
乗
る
旅
の
僧
が
現
れ
里
人

の
災
い
を
救
わ
ん
と
、
21
日
間
に
渡
る

大
蛇
退
散
の
祈
祷
を
続
け
、
見
事
に
大

蛇
を
退
治
し
た
」
こ
と
か
ら
、
「
寂
地
」

の
名
前
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
方
々
か

ら
親
し
ま
れ
て

い
る
寂
地
山

で

す

が
、
そ

の
一
方
で
カ
タ
ク
リ
の
自
生
地
へ
の
登

山
者
の
入
り
込
み
に
よ
り
貴
重
な
植
生

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
保
護
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
当
所
で
は
、
県
・
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
連
携
し
、
自
生
地
へ
の
侵
入

を
防
止
す
る
た
め
の
柵
の
設
置
や
登
山

者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
に
よ
る
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
は
じ

め
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
、
「
寂
地

国
有
林
」
の
素
晴
ら
し
い
森
林
環
境
の

保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

寂地山山頂

五
龍
の
滝
の
一
つ
「
竜
頭
の
滝
」

保全活動の様子とカタクリの花

◆
寂
地
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
錦

川
鉄
道
錦
町
駅
か
ら
岩
国
市
営
錦
バ
ス
寂
地

峡
行
き
で
１
時
間
、
寂
地
峡
下
車
す
ぐ
。

　

車
の
場
合
、
中
国
自
動
車
道
吉
和
Ｉ
Ｃ
か

ら
国
道
１
８
６
号
を
経
由
し
、
国
道
４
３
４

号
を
錦
方
面
へ
車
で
16
㎞
、
中
国
道
六
日
市

Ｉ
Ｃ
か
ら
は
１
８
７
号
線
を
経
由
し
、
国
道

４
３
４
号
を
吉
和
方
面
へ
車
で
31
㎞
と
東
西

方
向
か
ら
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す
。
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

嵐
山
国
有
林
で
「
第
27
回　

嵐
山

植
林
・
育
樹
の
日
」
を
開
催

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
２
月

25
日
（
月
）
に
、
嵐
山
国
有
林
に
お
い

て
、
「
嵐
山
植
林
・
育
樹
の
日
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
嵐
山
植
林
・
育

樹
の
日
」
は
、
名
勝
「
嵐
山
」
で
、
松

枯
れ
の
拡
大
に
よ
り
ア
カ
マ
ツ
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
広
葉
樹
の
成
長
に
よ

り
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
被
圧
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
嵐
山
の
往
事
の
姿
の
復
活

に
向
け
て
、
昭
和
57
年
か
ら
毎
年
２
月

25
日
に
「
嵐
山
保
勝
会
」
と
連
携
し
て

開
催
し
て
い
る
植
樹
行
事
で
、
今
回
で

27
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
嵐
山
保
勝
会
の
皆
様
の
ほ

か
、
京
都
府
、
京
都
市
、
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
関
西
育
種
場
な
ど
か
ら
37
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
所
か
ら
は
、

福
田
所
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
11
名
の

職
員
が
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。

 
 

開
会
式
で
は
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
中
、

福
田
所
長
が
、
嵐
山
で
の
植
栽
を
始
め

て
丸
26
年
と
な
る
が
、
「
往
事
の
嵐
山

の
復
活
」
に
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と

い
っ
た
感
が
あ
る
、
今
後
、
こ
れ
ま
で

の
植
樹
の
成
否
を
改
め
て
現
地
で
確
認

す
る
と
と
も
に
、
嵐
山
の
現
状
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
旨
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
石
川
嵐
山
保
勝
会
副

会
長
よ
り
共
催
者
と
し
て
挨
拶
が
、
松

下
京
都
府
林
務
事
務
所
長
並
び
に
高
橋

京
都
市
林
業
振
興
課
長
よ
り
来
賓
を
代

表
し
て
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
嵐
山
モ
ン
キ
ー

パ
ー
ク
内
の
急
な
坂
道
を
15
分
程
登
っ

て
、
国
有
林
内
の
植
栽
箇
所
に
向
か
い

ま
し
た
。
植
栽
箇
所
で
は
、
参
加
者
に

よ
り
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗

性
マ
ツ
の
苗
木
60
本
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
及

び
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
大
苗
各
10
本
ず
つ

を
植
栽
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
当
日
早

朝
に
か
け
て
雪
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、

植
栽
箇
所
に
は
若
干
の
積
雪
が
あ
り
ま

し
た
が
、
作
業
を
進
め
る
に
つ
れ
て
晴

れ
間
も
出
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
を
終

え
る
頃
に
は
、
お
お
む
ね
雪
も
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
籔
内
上
席
調
整
官
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
植
樹
行
事
を

終
了
し
ま
し
た
。

加
賀
海
岸
林
で
植
樹
祭

【
石
川
森
林
管
理
署
】
２
月
21
日
、
浜

山
国
有
林
（
加
賀
市
黒
崎
町
）
に
お
い

て
、
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
国
有
林
は
、
加
賀
海
岸
自
然
休
養

林
、
越
前
加
賀
海
岸
国
定
公
園
等
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
自
然
景
観
を

形
成
し
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

森
林
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
松
く
い
虫
の
被
害

が
目
立
ち
、
景
観
が
損
な
わ
れ
る
と
同

時
に
防
風
保
安
林
と
し
て
の
機
能
も
低

下
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除

対
策
事
業
や
海
岸
防
災
林
造
成
事
業
を

実
施
し
機
能
の
回
復
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平

成
17
年
度
か
ら
植
樹
祭
を
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
地
元
住
民
や
自
治
体
・

団
体
等
の
関
係
者
約
１
７
０
名
が
参
加

し
、
５
０
０
本
の
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
抵

抗
性
が
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
す
る
と

と
も
に
、
植
栽
木
を
風
害
や
潮
害
等
か

ら
保
護
す
る
た
め
、
植
生
保
護
管
を
設

置
し
ま
し
た
。　
　

　

参
加
し
た
橋
立
小
学
校
の
児
童
は

「
大
変
楽
し
い
、
も
っ
と
植
え
た
い
」

と
急
斜
面
に
も
関
わ
ら
ず
、
か
け
回
っ

て
い
ま
し
た
。

「嵐山植林・育樹の日」への参加者

抵抗性クロマツを植

樹する児童

レ
ク
森
管
理
運
営
協
議
会
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
加
入

【
滋
賀
森
林
管
理
署
】
３
月
６
日
、
大

津
市
と
栗
東
市
に
ま
た
が
る
近
江
湖
南

ア
ル
プ
ス
自
然
休
養
林
（
一
丈
野
地

区
）
の
保
全
や
管
理
に
取
り
組
む
管
理

運
営
協
議
会
（
代
表　

宮
浦
富
保
龍
谷

大
学
教
授
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
運
営
協
議
会
は
、
本
自
然
休
養
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林
及
び
周
辺
区
域
を
対
象
に
、
自
然
環

境
の
保
全
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
地
元
７

団
体
に
よ
り
昨
年
３
月
に
設
立
さ
れ
、

平
成
19
年
度
は
、
ゴ
ミ
な
し
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

管
理
運
営
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
結
果
や
平
成
20
年
度
活
動
計
画

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
本
自
然
休
養
林
を
活
動

拠
点
と
し
て
自
然
環
境
美
化
や
自
然
観

察
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｎ
Ｓ

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
）
滋
賀
（
平

成
20
年
２
月
設
立
）
が
新
た
に
会
員
と

し
て
加
わ
り
、
協
議
会
活
動
が
一
層
発

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
署
は
、
協
議
会
及
び
Ｎ
Ｓ
滋
賀
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
自
然
休
養
林
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

新たなメンバーが加わり活動が期

待される協議会

広報紙  創刊から 70 年

　昭和 13 年 3 月 1 日。

　大阪営林局報第 1号が発行されました。

　当時の営林局長は作家三島由紀夫の父、平岡梓氏でした。

　それから 70 年。国有林の情報紙として皆様に親しみやすい広報紙となるべ

く、幾度かの名称変更などを経て現在は「フォレストニュース　森のひろば」

として発行しています。

　今後とも、「フォレストニュース　森のひろば」をよろしくお願いします。

南
海
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
木
工
品
展
覧
会　

右
上
が
平
岡
局
長
（
10
号
か
ら
）

展
覧
会
（
高
島
屋
屋
上
）
で
の
製
炭
実
演

（
10
号
か
ら
）

当時の庁舎に掲げれた愛林日アドバルーン（3号から）

局
報
第
１
号
表
紙
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私
の
意
見

先
人
が
築
い
た
森
を
さ
ら
に
豊
か
な
森
に

三
重
県
大
台
町
長
　
尾
上
　
武
義

　

平
成
18
年
１
月
10
日
に
大
台
町
と
宮
川
村

が
合
併
し
、
人
口
約
１
万
１
０
０
０
人
、
面
積

３
６
２
．
２
９
㎢
の
新
大
台
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

三
重
県
の
中
南
西
部
、
南
三
重
の
玄
関
口
に
位
置

し
、
台
高
山
地
、
大
台
ケ
原
を
源
と
す
る
、
県
下

最
大
の
一
級
河
川
宮
川
が
伊
勢
湾
に
注
ぎ
、
宮
川

上
流
部
は
四
方
を
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲

ま
れ
、
そ
の
山
間
に
47
の
集
落
と
耕
地
が
点
在
す

る
農
山
村
で
す
。
気
候
は
、
南
海
型
気
候
区
に
属

し
、
年
中
温
暖
で
年
平
均
気
温
は
１
５
．
５
度
で

積
雪
を
見
る
こ
と
は
高
地
を
除
い
て
は
ま
れ
で

あ
り
、
年
間
降
水
量
は
平
均
３
０
６
３
�
で
大
台

ケ
原
で
は
５
０
０
０
�
に
達
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
町
域
の
一
部
が
吉
野
熊
野
国
立
公
園
と
奥

伊
勢
宮
川
峡
県
立
公
園
に
抱
合
さ
れ
、
中
で
も
清

流
宮
川
は
国
土
交
通
省
に
よ
る
全
国
１
河
川
の

水
質
調
査
で
過
去
５
回
も
日
本
一
に
輝
い
た
私
た

ち
の
自
慢
の
川
で
あ
り
、
鮎
の
美
味
、
蛍
の
鑑
賞

な
ど
町
民
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
く
つ
ろ
ぎ
の
世

界
を
捉
ま
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
16
年
９
月
29
日
の
台
風
21
号

は
、
清
流
宮
川
を
濁
流
に
変
え
、
町
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
宮
川
地
域
で
は
大
規
模
な
山

地
崩
壊
や
土
石
流
で
７
名
の
犠
牲
者
を
出
す
と
と

も
に
、
１
４
５
棟
の
家
屋
の
損
壊
を
始
め
、
道
路

や
水
道
施
設
、
河
川
、
農
林
業
施
設
、
通
信
施
設

な
ど
に
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
、
今
な
お
河
川

に
は
膨
大
な
土
砂
の
堆
積
と
河
川
の
植
生
が
剥
離

す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
景
観
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

災
害
は
受
け
た
も
の
の
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
大
台
町
で
す
が
、
近
年
の
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
や
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
町
を

取
り
巻
く
環
境
や
役
割
り
は
大
き
く
変
化
し
て
き

て
お
り
、
こ
う
し
た
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
を
見
直
す
と

と
も
に
、
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
宮
川
と
向
か
い
合

い
、
長
い
歳
月
を
暮
し
て
き
ま
し
た
。
再
び
町
民

生
活
の
安
全
が
確
保
し
つ
つ
、
復
活
、
復
興
に
向

け
て
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

大
台
町
の
美
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、

必
要
な
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
森
林
の
環
境
保
全
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
森
林
は
本
来
水
源
涵
養
・
土
砂

流
失
防
止
・
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖

化
の
防
止
・
野
生
鳥
獣
の
生
息
の
場
や
人
々
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
と
い
っ
た
公
益
的

な
機
能
を
持
つ
、
い
わ
ば
、【
緑
の
ダ
ム
】
で
す
。

こ
の
、
緑
の
ダ
ム
が
近
年
の
林
業
の
生
産
性
の
悪

化
に
よ
り
生
産
活
動
の
低
下
や
林
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
減
少
が
進
み
、
森
林
全
体
の
機
能
の
低
下

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
大
台

町
で
は
、
森
林
は
複
数
の
機
能
が
ひ
と
つ
の
森
の

中
で
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

森
林
の
多
面
的
機
能
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
し
た

環
境
林
と
、
生
産
性
を
重
視
す
る
生
産
林
に
森
林

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
平
成
13
年
に
県
内
の
市
町
で
最
初

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
今

ま
で
、
ほ
と
ん
ど
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
奥

山
の
森
林
は
強
度
の
間
伐
を
積
極
的
に
実
施
し
、

本
来
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
効
率
的
ま
た
は

効
果
的
に
森
林
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
産
林
で
は
、
搬
出
の
た
め
の
簡
易
な
作
業
道
の

整
備
と
高
性
能
機
械
に
よ
る
利
用
間
伐
を
た
だ
い

ま
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
間
伐
材
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
は
、
17
年
度
か
ら
川
下
の
建

築
士
の
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
木
造
キ
ッ
ト
住
宅

を
開
発
し
、
町
内
の
道
の
駅
に
お
い
て
安
価
な
間

伐
材
利
用
住
宅
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
す
で
に
、
町
内
で
２
棟
、
町
外
で
５

棟
の
販
売
実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
安
価
で

丈
夫
な
国
産
材
木
造
住
宅
に
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
間

伐
材
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
16
年
の
災
害
後
に
企
業
や
団
体
の

方
々
が
災
害
現
場
に
、
植
樹
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
植
樹
す
る
苗
を

で
き
る
限
り
地
域
の
も
の
を
使
用
し
た
い
と
、
植

樹
用
苗
木
の
栽
培
グ
ル
ー
プ
も
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
、
森
を
さ

ら
に
豊
か
な
森
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
責

務
が
あ
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
台

町
の
最
上
流
に
位
置
す
る
国
有
林
野
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
民
の
財
産
と
し
て
公
益
的
機
能
の
増
進

や
地
球
温
暖
化
防
止
策
等
、
率
先
し
た
森
林
管
理

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ボランティアによる植樹活動

宮川上流の千尋滝


